
６2022年（令和4年）8月15日（月曜日）（第三種郵便物認可）
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第13 号

釧路商工会議所

釧路市大町1丁目1番1

電話代表41－4141

編集兼発行人

　　　　　川村　修一

　　印刷　釧路新聞社

　
▽
日
程
　
８
月

日
（
火
）

午
前

時

　
▽
場
所
　
道
東
経
済
セ
ン
タ

ー
ビ
ル

常
議
員
会
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当
所
の
工
礦
業
部
会
（
島
本
幸
一
部
会
長
）
が
担
当
す
る
第
２
２
３
回
議
員
例
会
を
４

日
（
木
）
正
午
よ
り
道
東
経
済
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
に
て
開
催
し
、
釧
路
工
業
高
等
専
門
学
校

（
＝
釧
路
高
専
）
の
大
塚
友
彦
校
長
を
講
師
に
講
演
を
行
っ
た
。
例
会
に
は
当
所
役
員
議

員
や
部
会
評
議
員
な
ど
約

人
が
参
加
し
た
。

　
当
所
青
年
部
（
＝
釧
路
Ｙ
Ｅ

Ｇ
・
吉
田
勝
幸
会
長
）
の
第
２

回
通
常
総
会
が
１
日
（
月
）
午

後
７
時
よ
り
釧
路
セ
ン
チ
ュ
リ

ー
キ
ャ
ッ
ス
ル
ホ
テ
ル
に
て
開

催
さ
れ
、
オ
ン
ラ
イ
ン
を
含
め

人
が
出
席
し
た
。

　
総
会
で
は
、
吉
田
会
長
と
池

田
一
己
直
前
会
長
が
あ
い
さ
つ

し
た
後
、
令
和
５
年
度
の
会
長

選
任
に
関
す
る
議
事
が
行
わ

れ
、
吉
田
会
長
の
再
任
が
全
会

一
致
で
承
認
さ
れ
た
。

　
選
考
理
由
と
し
て
は
、
コ
ロ

ナ
禍
で
柔
軟
な
発
想
と
挑
戦
心

が
求
め
ら
れ
て
い
る
中
で
、
地

域
の
明
る
い
未
来
を
見
据
え
、

積
極
果
敢
に
取
り
組
む
こ
と
が

で
き
、
当
地
域
の
未
来
を
明
る

い
も
の
に
す
る
こ
と
が
で
き
る

こ
と
か
ら
２
期
続
け
て
釧
路
Ｙ

Ｅ
Ｇ
の
会
長
と
し
て
推
薦
さ
れ

た
。

　
再
任
さ
れ
た
吉
田
会
長
は
、

メ
ン
バ
ー
へ
謝
意
を
伝
え
る
と

と
も
に
「
ま
ち
づ
く
り
は
１
年

で
は
な
か
な
か
芽
が
出
な
い
も

の
だ
と
思
っ
て
い
る
。
個
人
で

は
難
し
い
が
団
体
の
力
を
結
集

し
て
新
た
な
産
業
の
創
出
に
向

け
て
活
動
し
て
い
き
た
い
」
と

次
年
度
の
活
動
に
向
け
て
決
意

を
述
べ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
第
２
２
６
回
珠
算
検
定
試
験

の
１
〜
３
級
を

月

日
（
日
）

に
道
東
経
済
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
に

て
実
施
い
た
し
ま
す
。

　
受
験
料
は
１
級
２
３
４
０

円
、
２
級
１
７
３
０
円
、
３
級

１
５
３
０
円
（
い
ず
れ
も
税
込

み
）
で
、
申
込
期
間
は
８
月

日
（
月
）
〜
９
月

日
（
木
）

ま
で
で
す
。

　
お
申
し
込
み
方
法
は
、
当
所

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
申
込
書
を

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
必
要
事
項
を

ご
記
入
の
上
、
受
験
料
を
添
え

て
当
所
窓
口
へ
提
出
ま
た
は
、

現
金
書
留
（
申
込
期
間
必
着
）

で
お
送
り
く
だ
さ
い
。

　
お
問
い
合
わ
せ
は
、
当
所
振

興
課
０
１
５
４
（

）
４
１
４

３
へ
。

珠
算
検
定
へ
挑
戦
を

日
か
ら
申
込
受
付
開
始

高専の役割について解説する大塚氏

昨年行われた創業スクールの様子

次年度に向けた想いを話す吉田会長
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冒
頭
、
島
本
部
会
長
よ
り
「
人

材
が
必
要
な
時
代
で
、
も
の
づ

く
り
の
人
材
と
言
え
ば
釧
路
高

専
と
考
え
て
お
り
、
４
月
に
着

任
さ
れ
た
大
塚
校
長
に
お
越
し

い
た
だ
い
た
。
議
員
の
み
な
さ

ん
に
高
専
の
こ
と
を
知
っ
て
も

ら
い
、
ま
た
高
専
に
も
我
々
経

済
界
の
こ
と
を
知
っ
て
も
ら
う

た
め
の
き
っ
か
け
に
で
き
れ
ば

と
思
っ
て
い
る
」
と
あ
い
さ
つ

し
た
。

　
そ
の
後
、
講
師
の
大
塚
氏
よ

り
『
夢
を
カ
タ
チ
に
、
こ
れ
か

ら
も
―
地
域
連
携
と
高
専
教
育

―
』
を
テ
ー
マ
に
講
演
が
行
わ

れ
た
。

　
大
塚
氏
は
、
は
じ
め
に
高
専

の
概
要
に
つ
い
て
紹
介
し
、
高

専
制
度
が
設
立
さ
れ
た
当
初
は

高
度
成
長
期
を
支
え
る
中
堅
技

術
者
の
育
成
が
役
割
だ
っ
た

が
、
現
在
で
は
技
術
者
や
研
究

者
だ
け
で
な
く
社
会
の
基
盤
を

治
す
ソ
ー
シ
ャ
ル
ド
ク
タ
ー

や
、
新
た
な
価
値
を
生
み
出
す

ク
リ
エ
イ
タ
ー
な
ど
幅
広
く
活

躍
す
る
人
材
を
輩
出
し
て
い
る

と
説
明
。
釧
路
高
専
で
は
５
年

生
の
約
６
割
が
道
内
外
の
企
業

に
就
職
し
、
残
り
の
約
４
割
は

国
公
立
大
学
へ
進
学
し
て
い
る

と
話
し
た
。

　
ま
た
、
釧
路
高
専
で
は
自
身

の
思
考
体
験
と
実
物
使
用
体
験

を
通
じ
た
『
汎
用
能
力
』
を
身

に
付
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
難
題

を
解
決
す
る
力
を
学
ぶ
た
め
の

社
会
実
装
教
育
を
地
域
連
携
に

よ
り
実
施
し
て
い
る
ほ
か
、
さ

ま
ざ
ま
な
課
外
活
動
や
学
生
寮

生
活
を
通
じ
た
豊
か
な
人
間
性

を
育
む
た
め
の
取
り
組
み
を
し

て
い
る
こ
と
を
解
説
し
た
。

　
大
塚
氏
は
「
高
専
制
度
の
創

立
か
ら
今
年
で

周
年
を
迎

え
、
こ
れ
ま
で
も
の
づ
く
り
に

資
す
る
人
材
の
育
成
に
貢
献
し

て
き
た
。
こ
れ
か
ら
も
夢
を
カ

タ
チ
に
で
き
る
人
材
を
育
成
し

て
い
き
た
い
」
と
述
べ
、
「
地

域
に
貢
献
し
た
い
、
役
に
立
ち

た
い
と
い
う
志
も
育
ん
で
い
け

れ
ば
、
釧
路
で
頑
張
ろ
う
と
い

う
学
生
も
出
て
く
る
の
で
は
な

い
か
と
思
っ
て
お
り
、
そ
う
い

っ
た
教
育
を
は
じ
め
て
い
き
た

い
」
と
し
、
地
域
の
人
材
確
保

に
向
け
た
経
済
界
の
協
力
を
求

め
た
。

　
当
所
主
催
、
釧
路
地
域
創
業

支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協
力
に
よ

る
「
く
し
ろ
地
域
創
業
ス
ク
ー

ル
」
を
今
年
度
も
実
施
す
る
こ

と
と
な
り
、
現
在
受
講
者
を
募

集
し
て
い
る
。

　
創
業
ス
ク
ー
ル
は
、
当
地
域

で
の
創
業
を
支
援
す
る
た
め
に

毎
年
開
催
し
て
い
る
も
の
で
、

今
年
は
創
業
を
具
体
的
に
計
画

し
て
い
る
方
や
３
年
程
度
の
間

に
創
業
を
考
え
て
い
る
方
、
創

業
や
独
立
か
ら
間
も
な
い
方
で

改
め
て
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
づ
く

り
や
経
営
に
つ
い
て
学
び
、
事

業
を
軌
道
に
乗
せ
た
い
方
を
対

象
に
行
う
。

　
今
年
は
９
月
１
日
（
木
）
〜

月

日
（
金
）
ま
で
（
い
ず

れ
も
午
後
６
時

分
か
ら
同
８

時

分
）
の
期
間
で
、
全
８
回

に
わ
た
り
道
東
経
済
セ
ン
タ
ー

ビ
ル
で
開
催
す
る
。

　
ス
ク
ー
ル
で
は
、
地
域
の
専

門
家
や
金
融
機
関
職
員
ら
を
講

師
に
、
座
学
と
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
を
通
じ
て
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

や
資
金
繰
り
、
税
務
と
い
っ
た

経
営
に
必
要
な
基
礎
知
識
と
、

ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
の
作
成
に
つ

い
て
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。

　
ま
た
、
ス
ク
ー
ル
修
了
後
も

創
業
計
画
書
の
策
定
や
創
業
の

実
現
へ
向
け
た
よ
り
具
体
的
な

準
備
、
開
業
後
の
経
営
相
談
な

ど
の
サ
ポ
ー
ト
を
地
域
の
支
援

機
関
や
専
門
家
、
当
所
の
経
営

指
導
員
が
連
携
し
、
継
続
し
て

行
っ
て
い
く
。

　
こ
れ
ま
で
も
、
サ
ー
ビ
ス
業

や
小
売
業
、
美
容
業
、
建
設
業

な
ど
幅
広
い
業
種
の
方
が
受
講

し
創
業
を
実
現
し
て
お
り
、
受

講
者
か
ら
は
「
ス
ク
ー
ル
を
通

じ
て
や
り
た
い
事
業
が
明
確
に

な
っ
た
」
「
会
議
所
を
身
近
に

感
じ
る
こ
と
が
で
き
、
今
後
も

積
極
的
に
相
談
し
た
い
」
な
ど

の
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

　
受
講
料
は
５
５
０
０
円
（
税

込
み
）
で
、
申
し
込
み
締
め
切

り
は

日
（
木
）
ま
で
だ
が
、

定
員
（

人
）
に
達
し
次
第
受

け
付
け
終
了
と
な
る
。

　
ス
ク
ー
ル
の
日
程
や
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
、
お
問
い
合
わ
せ
・
お

申
し
込
み
先
は
左
記
を
参
照
。

亜大野球部と華実の会のメンバー

　
釧
路
を
元
気
に
す
る
華
実
の

会
と
ス
ポ
ー
ツ
合
宿
を
応
援
す

る
市
民
有
志
の
会
、
釧
路
商
工

会
議
所
で
は
、
５
日
（
金
）
、

亜
細
亜
大
学
硬
式
野
球
部
へ
の

歓
迎
昼
食
接
待
を
練
習
合
宿
中

の
ウ
ィ
ン
ド
ヒ
ル
ひ
が
し
北
海

道
ス
タ
ジ
ア
ム
で
行
っ
た
。

　
同
大
学
硬
式
野
球
部
は
、
４

日
か
ら

日
ま
で
夏
期
強
化
合

宿
の
た
め
に
釧
路
を
訪
れ
て
お

り
、
５
日
か
ら
開
幕
し
て
い
る

〝
タ
ン
チ
ョ
ウ
リ
ー
グ
〞
に
も

出
場
し
て
い
る
。

　
例
年
、
華
実
の
会
の
メ
ン
バ

ー
が
差
し
入
れ
と
し
て
カ
レ
ー

ラ
イ
ス
や
ス
イ
カ
を
振
舞
い
、

選
手
た
ち
を
歓
迎
・
激
励
し
て

い
る
が
、
今
年
は
昨
年
に
引
き

続
き
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
の
た
め
、
西
池
詔

江
会
長
、
伊
貝
義
子
副
会
長
、

古
俣
静
子
幹
事
長
の
３
人
で
選

手
へ
豚
丼
弁
当
と
お
菓
子
を
提

供
し
た
。

　
選
手
た
ち
は
元
気
よ
く
「
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」
と
お

礼
を
言
い
、
笑
顔
で
弁
当
を
受

け
取
っ
て
い
た
。


